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（Research Division of Microbial Sciences）




















































































































































































































































































































































（Third International Symposium on East Asian 
Vertebrate Species Diversity）を，ベトナム・ハノイ









































































































Le Van An フエ農林大学副学長より歓迎の挨拶が
おこなわれた。その後，藤井学堂長より本プログラ
ムの主旨説明，およびこれまで地球環境学堂・学舎
がベトナムで蓄積してきた教育研究成果が紹介され，
各拠点大学からは今後の学際的・国際的連携につい
ての抱負が述べられた。
午後には，「教育連携」，「都市域」，「沿岸域」，「農
村域」，「山間域」の地域・テーマ別にグループディ
スカッションをおこない，社会的課題やその解決方
法について熱心に議論が交わされ，グループ発表に
より全体の意見交換が交わされた。ポスター発表に
おいても50以上の応募があり，インドシナ地域の環
境問題に対する関心の高さが見られた。
本プログラムは，毎年１回の全体シンポジウムを
企図しており，平成26年度はハノイ理工科大学，同
27年度はダナン工科大学との共同主催で共同研究の
促進，教育連携の実現化など逐次議論していく予定
で，今後の連携発展が期待できる。
 （地球環境学堂）
日本学術振興会研究拠点形成事業「インドシナ地域における地球環境学連携拠
点の形成」第１回シンポジウムを開催
学研究者と研究活動に裏付けられた重要なものであ
ることを認識することができ，大学博物館にとって
標本と研究がその活動の原点にあることを再確認す
る機会ともなった。
 （総合博物館）
グループディスカッションの様子シンポジウムの様子
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平成25年１月に，理学研究科附属施設の花山天文
台が，京都市より「京都市民が残したいと思う京都
を彩る建物や庭園」に選ばれた（京大広報2013年３月
号参照）ことを記念し，９月16日（月・祝）から20日
（金）まで花山天文台を公開した（特別公開ウィーク）。
22日（日）にはそのフィナーレとして，音楽家の喜多
郎氏を招いて野外コンサートを開いた。いずれも花
山天文台の84年にわたる長い歴史の中で初めての試
みであった。
初日の16日（月・祝）は台風18号の影響により，残
念ながら中止せざるを得なかったが，その後の一週
間は秋晴れが続き，絶好の見学・天体観望日和となっ
た。17日（火）から20日（金）までの午前中には，京都
市教育委員会の協力により，京都市内の小学校９校，
生徒総数600人が花山天文台に見学に訪れ，太陽ラ
イブ観望など楽しんだ。また特筆すべきことに，こ
のとき，ボランティア参加として京都市立堀川高等
学校の生徒が小学生を引率した。午後から夜には，
一般の市民の方々が総数200人ほど訪れ，施設見学，
ミニ講演（伊藤和行 文学研究科教授，前田啓一 理
学研究科准教授，松尾太郎 同特定准教授，栗田光
樹夫 同准教授），４D宇宙シアター，45cm屈折望遠
鏡による月観望などの企画を楽しんだ。
またこのとき，京都の芸術系大学との連携で，宇
宙映像などをヒントにした芸術作品の展示企画
「ギャラリーウィーク」も天文台を展示会場として開
催した。
最終日の22日（日）の野外コンサートでは，中秋の
名月を観ながら，約300人の参加者が，喜多郎氏夫
妻による素晴らしい演奏を楽しんだ。コンサートの
はじめに，柴田一成花
山天文台長が開催の経
緯を説明するとともに，
花山天文台の将来構想
（宇宙科学館＋野外音
楽堂構想）を紹介し，
また，門川大作京都市
長から心温まる祝辞を
いただいた。
コンサートの最後，喜多郎氏がたて笛を吹き始め
たときに月を覆っていたうす雲が，素晴らしい笛の
音とともに次第に晴れ上がっていく様子は，まさに
感動的なシーンであった。
 （大学院理学研究科）
花山天文台特別公開ウィークと野外コンサートを実施
祝辞を述べる京都市門川市長
喜多郎氏による演奏風景
花山天文台本館ドームと柴田天文台長挨拶
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国立女性教育会館は，開発途上国において男女共
同参画の政策策定・政策提言を行う立場にある女性
行政・教育担当者，NGOリーダーを対象に，女性
の能力開発を目的として研修を行っている。平成25
年度は，カンボジア，モンゴル，フィリピン，タイ，
ベトナムから９名の女性リーダーが来日し，東京・
京都で研修を行った。京都での研修は，女性研究者
支援センターが受け入れ，10月１日（火）に同セン
ターを視察された。はじめに，伊藤公雄 同センター
推進室長をコーディネーターとして「日本の若い
世代にとっての男女共同参画」のセミナーを実施
した。
次に施設の見学を行い，犬塚典子 同センター特
定教授が，女性研究者支援の取組みについて概要を
「アジア太平洋における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」（国立女性教
育会館）一行が女性研究者支援センターを視察
９月26日（木）総合体育館（地下１階卓球場）におい
て，平成25年度総長杯（卓球大会）が行われた。13
チーム98名のエントリーがあり，松本　紘 総長も
選手として参加されるなか，各チーム優勝を目指し
終始熱戦が繰り広げられた。
当日は秋の訪れを感じる涼しい気候であったが，
同僚の応援等，場内はたいへんな盛り上がりを見せ，
一球一球に大きな歓声が上がった。
午後８時から行われた決勝戦では，物質－細胞統
合システム拠点・学務部の「Team07050840（代表者：
菅原佐知子）」が，宇治地区事務部・エネルギー理工
学研究所・産官学連携本部の「宇治連合（代表者：治
岡淳一郎）」を２対１で下し，見事優勝した。試合終
了後の表彰式では，清水　尚 福利厚生室長より優
勝杯，表彰状，賞品が授与された。
 （総務部）
平成２５年度総長杯（卓球大会）を開催
試合で汗を流す松本総長（右）
準優勝した宇治連合チーム優勝したTeam07050840
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説明した。同センターの待機乳児保育室や「グリー
ン・カーテン」の取組みなどについて質問が飛び交
い，関心の高さが伺えた。
 （女性研究者支援センター）
教育学研究科では，臨床教育実践研究センターに
おいて，毎年深刻化する教育問題への取り組みの一
環として，現代人のこころの理解に主眼をおいた公
開講座を開催している。
今年度は，G
グスタフ
ustav S
シュルマン
chulman同センター客員教授
を講師として，10月６日（日）の午後１時から，百周
年時計台記念館国際交流ホールⅢで開催し，心理臨
床家や医師，教育関係者，学生など約60名の参加が
あった。
講演では初めに，様々な実証的データを参照しな
がら，虐待をはじめとした子ども時代のトラウマの
体験が，成人してからの生活にどのような影響を及
ぼすのか，また精神病理といかに関連するのかにつ
いて語られた。さらに，臨床例を交えながら，トラ
ウマの体験が基底にある患者に対して，どのような
治療がなされうるか，また，トラウマの世代間伝達
を防ぐために幼児期の育児において重要となる点に
ついても語られた。指定討論においては，精神分析
をはじめとする心理療法における具体的なかかわり
方について，より詳細に語られた。精神分析実践の
経験豊富な講師の語り口に接した参加者からは，「幼
児期のトラウマ体験が成人期まで影響する可能性が
あることに，その時期の養育の大切さを改めて感じ
た」，「トラウマを抱えている人を支援するうえで大
事なポイントを知ることができたので，今後の支援
に活かしていきたい」などの感想が寄せられ，貴重
な機会となった。
本講座は例年参加者から大変好評を得ており，現
代社会の複雑なこころの問題を理解するための視点
を一般市民に向けて広く提供できる場となるよう，
来年度以降も引き続き開催していくことを考えて
いる。
 （大学院教育学研究科）
教育学研究科附属臨床教育実践研究センター公開講座「成人生活への子ども時
代の経験の影響」を開催
集合写真犬塚特定教授による概要説明
講師の話を熱心に聴く受講者
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川合英夫先生は，９月17日
逝去された。享年86。
先生は，昭和25年京都大学
理学部地球物理学科を卒業
後，水産庁東海区水産研究
所，南海区水産研究所，南西
海区水産研究所，日本海区水産研究所にて様々な職
務を歴任され，同46年京都大学農学部水産学科助教
授を経て，同50年同教授に就任，水産物理学講座を
担任された。平成３年停年により退官され，京都大
学名誉教授の称号を受けられた。この間，本学の防
火委員長，同大学共通第一次学力試験連絡協議会委
員，学生懇話委員会委員や東京大学海洋研究所協議
委員として自他大学管理運営での重責を全うされる
とともに，本学理学部や北海道大学水産学部，東北
大学理学部，山梨大学教育学部，高知大学農学部，
鹿児島大学水産学部，近畿大学農学部，京都産業大
学など，他学部や他大学での非常勤講師をつとめ，
多種多様な人材の教育に貢献された。
先生は海洋物理学に基づく水産海洋学に関する研
究において優れた研究業績を残され，その発展に寄
与されるとともに，黒潮と親潮の影響を受ける海域
での物理構造と漁場形成についての研究で顕著な業
績をあげられた。
本学退官後は，様々な歴史的文献をもとに，人間
が黒潮にどのように遭遇し，またそれをどう認識し
てきたかについての研究を展開され多数の業績を残
された。
 （大学院農学研究科）
川合　英夫　名誉教授
訃報
このたび，川
かわ
合
い
英
ひで
夫
お
名誉教授，池
いけ
田
だ
善
よし
郎
ろう
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以
下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
池田善郎先生は，９月23日
逝去された。享年72。
先生は昭和39年京都大学農
学部農業工学科を卒業し，株
式会社藤井製作所に入社後，
同40年９月同大学農学部助
手，同47年10月同講師，同50年11月同助教授を経て，
平成２年４月同教授に就任し，農産加工機械学講座
を担当された。（その後，平成７年農産加工学分野に
改組）平成17年定年により退職され，京都大学名誉
教授の称号を受けられた。
先生は永年にわたって農業機械学および農産加工
学の分野において，知能化，ロボット化を提唱され
るとともに，家畜の精密管理等の研究において優れ
た業績を残された。中でもコンバインの自動化，果
実をハンドリングするロボットの人工触覚に関する
研究，農産物の光学的特性，音響特性，粘弾性，振
動特性等の物理的特性を生かした農産加工機械の知
能化に関する研究，家畜の音声および画像情報によ
る個体識別等に多くの業績を挙げられ，その発展に
寄与された。
また，農業機械学会の理事，支部長等の要職を歴
任されると同時に，韓国，台湾，日本の学術交流に
貢献された。その功績がたたえられ，平成22年11月
には台湾農業機械学会（CIAM）から国際貢献賞を授
与された。
 （大学院農学研究科）
池田　善郎　名誉教授
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